
平成２４年度 

高等学校における発達障害に関する実態調査の結果について 

高 校 教 育 課 

特別支援教育課 

教学指導課心の支援室 

１ 調査対象 

長野県公立高等学校生徒 

   全日制８５校  定時制１８校  通信制２校 

 

２ 調査基準日 

   各年度８月末 

 

３ 調査方法 

   調査用紙を各学校に配布し、各項目について医師の診断のある生徒について 

カウントした。 

 

４ 集計方法 

   特別支援教育課で集計した。 

 

５ 統計作成の留意点 

   対全体比の母数は、各年度５月に実施している学校基本調査の統計を使用した。 

      平成２４年度 

        全日制 ４８，１５８人 

        定時制   ２，２２８人 

        通信制  ２，５０２人 

        合 計 ５２，８８８人 
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１ 診断を受けている生徒の在籍数 

 

（１）ＬＤ(学習障害) 

（単位：人・％） 

年度 全日制 定時制 通信制 合計 対全体比 

２２年度 ３４ １９ ５ ５８ ０．１１％ 

２３年度 ３３ ９ １ ４３ ０．０８％ 

２４年度 ４４ １２ ３ ５９ ０．１１％ 

 

（２）ＡＤＨＤ(注意欠陥多動性障害) 

（単位：人・％） 

年度 全日制 定時制 通信制 合計 対全体比 

２２年度 ９３ ３１ ７ １３１ ０．２４％ 

２３年度 ８６ ３２ ５ １２３ ０．２３％ 

２４年度 １１８ ３４ ０ １５２ ０．２９％ 

 

（３）ＨＦＰＤＤ(高機能広汎性発達障害) 

（単位：人・％） 

年度 全日制 定時制 通信制 合計 対全体比 

２２年度 １６０ ６５ ５ ２３０ ０．４２％ 

２３年度 １７９ ８５ １５ ２７９ ０．５３％ 

２４年度 ２２３ １０６ １６ ３４５ ０．６５％ 

※高機能広汎性発達障害には高機能自閉症、アスペルガー症候群を含む 

 

（４）複数の診断 

（単位：人・％） 

年度 全日制 定時制 通信制 合計 対全体比 

２２年度 ２１ ７ １ ２９ ０．０５％ 

２３年度 １３ ６ １ ２０ ０．０４％ 

２４年度 １０ １２ ０ ２２ ０．０４％ 

 

※複数の診断に含まれる診断例： 

ＬＤ(学習障害)とＡＤＨＤ(注意欠陥多動性障害) 

ＡＤＨＤ(注意欠陥多動性障害)とＨＦＰＤＤ(高機能広汎性発達障害) 

ＬＤ(学習障害)とＨＦＰＤＤ(高機能広汎性発達障害) 

 

（５）合計 

（単位：人・％） 

年度 全日制 定時制 通信制 合計 対全体比 

２２年度 ３０８ １２２ １８ ４４８ ０．８２％ 

２３年度 ３１１ １３２ ２２ ４６５ ０．８８％ 

２４年度 ３９５ １６４ １９ ５７８ １．０９％ 



２ 診断を受けている生徒が在籍する学校数 

（単位：校） 

年度 全日制 定時制 通信制 

２２年度 ７０ １８ ２ 

２３年度 ７５ １８ ２ 

２４年度 ７８ １８ ２ 

  

３ スクリーニングにより、特別な支援が必要だと思われる生徒数 

（単位：人・％） 

年度 全日制 定時制 合計 対全体比 

２２年度 ７８８ ２６２ １０５０ ２．０６％ 

２３年度 ７８９ ２５３ １０４２ ２．０７％ 

２４年度 ８３１ ３１４ １１４５ ２．２７％ 

※通信制については、課程の特性により調査の対象外とした 

 

 

４ 診断を受けている生徒の進路状況(２３年度卒業生) 

（単位：人） 

障害名 進学 就職 作業所等 その他 合計 

学習障害（LD） ３ ９ ０ １ １３ 

注意欠陥多動性障害（ADHD） １２ ７ ０ １ ２０ 

高機能広汎性発達障害（HFPDD） ４１ １０ １ １４ ６６ 

複数の診断 ０ ０ ０ ０ ０ 

合計 ５６ ２６ １ １６ ９９ 

※高機能広汎性発達障害には高機能自閉症、アスペルガー症候群を含む 

※その他の進路：家居、アルバイト等 

 

    

 

  


